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 1．研究の目的

 　屋根葺材の強風による被害は後を絶たない。屋根葺き

 材の被害は，単にその被害だけに留まらない。飛散物と

 なり他の建築物へ被害を及ぼしたり，人命に損傷を与え

 たりする恐れフドある。事実，台風9119号でも，飛来物の

 被害が数多く報告されている文1〕。このような被害が後

 を絶たない理由の1つに屋根葺材，とくに瓦や瓦棒葺な

 どのような野地板の上に葺かれるものにどのように風力

 が作用するか，その強さはどのくらいかといった，基礎

 的な技術情報の不足があげられる。そこで，ここでは屋

 根葺材として瓦を取り上げ，それに作用する風力につい

 て考えてみることにした。瓦に作用する風力は，その表

 面と裏面に作用する風圧のベクトル和で与えられる。屋

 根の表面に作用する風圧に関しては，多くの風洞実験が

 行われている文2）。またわずかながら実測も実施されて

 いる。しかし，そのほとんどは滑らかな屋根面を想定し

 たもので，瓦を葺いた屋根面のように大きな凹凸のある

 屋根面の風圧についてはほとんど調査されていない。ま

 た，裏面，すなわち，瓦と野地板との間の圧力について

 は，研究がほとんど進んでいない。本研究は，瓦の耐風

 性向上技術の開発に資するべく，瓦に作用する力，ある

 いはモーメントをより正しく定量的に把握する芳法を検

 討し，適正な風圧力を見積もる為の耐風試験方法の可能

 性を探ることを目的としている。

 2．瓦に作用する風カ

 　瓦に作用風力Fは，（1）式のように瓦表面に作用する

 風圧1〕、と瓦裏面に作用する風圧P’のベクトル和で表さ

 れる。
 　　F＝Pu＋P1　　　　　　　　　　　　　　（1）

 それぞれ圧力が時間変動していることを考慮して，時間

 平均値と時間変動成分に分けて表現すれば，（2）式で表

 されることになるo

 　　F＝(Pu＋Pu)＋(P1＋P1）　　　　　　（2）

 　瓦表面の風圧は直接風から，あるいは建物にあたって

 剥離した風が形成する場から与えられる。この圧力につ

 いては，瓦表面の風圧そのものの測定例は少ないが，屋

 根表面の風圧としてはかなりのデータの蓄積がある。一

 方，瓦裏面の風圧については，測定が困難であることな

 どからほとんどデータがない。しかし瓦裏面の風圧は，

 けらば，軒先からあるいは，瓦と瓦の間から，それら部

 分の表面に作用した風圧が瓦裏面に伝達されることで形

 成される。したがって，表面の風圧，表面から裏面への

 風圧の伝達方法，伝達された風圧の混合方法が分かれば，

 瓦裏面の風圧を直接測定できなくてもそれを知ることが

 できるはずである。

 3．表面圧について

 　はじめに述べたように，屋根表面の風圧に関する測定

 例はかなりある。しかし，その屋根のほとんどは表面に

 凹凸がない屋根に関するものである。瓦を葺いた屋根面

 のようにその表面にしっかりとした凹凸がある場合にも，

 それらで得られた風圧係数等が利用できるかは疑問があ

 る。そこで自然風を模した風洞内で瓦面を模した屋根面

 の風圧と凹凸のない屋根面の風圧測定を行い両者の比較

 を行った。

 （1）実験概要

 　実験には切妻屋根の2階建の建物を想定した模型を用

 いた。図3－1に模型図面を示す。長さの縮尺率は1／13と

 した。表3－1に想定建物の主な寸法形状を一覧する。屋

 根は一面が瓦を葺いた状態。もう一面はフラットとした。

 34．6　　415，4　　34，626．9　415，4　　26．9

 484．6　　　　　　　　　　　　　469．2

 　　図3－1建物模型

 表3－1想定建物の寸法形状

 梁間方向長さ

 桁行方向長さ

 2階梁桁高さ

 5．4m

 5．4m

 6，0m

 屋根頂部高さ

 屋根勾配

 屋根形状

 7．22m

 4．5／10

 切妻

－281－



以下前者を瓦面，後者をフラット面と呼ぶ。想定した瓦

はJIS－53Aとした。瓦の枚数は棟に平行方向23列，直交

方向14列，計322枚である。両屋根面に圧力測定孔を設け

た。圧力測定孔の位置は，瓦面ではそれが風上からみて

右側に位置するときの風上側のけらば，軒先，棟近傍の

瓦53枚分の中心，フラットな面もそれと同じ位置とした。

　実験に用いた気流は，べき指数1/4で表わされる勾配

流とした。図3－2に用いた気流の平均風速，乱れの強さ

の鉛直分布を示す。
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　圧力測定では，測定孔に作用する圧力を実時間に換算

して0．5秒の移動平均を施しながら，同じく実時間に換算

して10分間分収録した。

　測定風向は棟と平行で測定孔が風上側となる風向をO

度として，O，30，45，60，90，135，180，210，225，240，

270，315度の12風向とした。

（2）測定結呆

　測定結果から各側定点について次式で定義する平均風

圧係数，変動風圧係数を求めた。

　　　　　1　－　　C＝　　1・　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　　　9ガ

　　　。　1　　・　　C＝　　P　　　　　　　　　　　　　（4）
　　　　9．4

ここで，　C＝平均風圧係数

　　　　　C’＝変動風圧係数

　　　　　g、φ＝建物頂部の平均速度圧

　　　　　P＝実時間10分に相当する時間の平均風圧

　　　　　P’＝変動風圧のrmｓ値

　図3－3に平均風圧係数の瓦面とフラット面の比較を示

す。図3－4は変動風圧係数の比較である。変動圧には両

者で若干の相違が見られる。しかし，平均風圧係数にお

いても変動風圧係数においても両者の差は大きくはない。

このことはフラット面の測定結果を瓦を葺いた屋根面に

適用しても大きな誤りをおかすことはないことを意味す

る。
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  4.裏面圧の形成について

  　先に述べたように，裏面圧は表面圧が瓦と瓦の隙間を

  介して，瓦と野地板との間の空間に伝達されることで，

  形成されると考えられる。そこで，このメカニズムにつ

  いて理論的考察を行った。また，変動圧の伝達特性に関

  して実験を行った。

  4．1理論的考察ならびに解析モデルの構築

  　関連研究に室内圧の研究がある文3）。室内圧も外壁面

  にある隙間，開口を介し外圧が伝達されることで形成さ

  れる。図4－1はその状況を示したものである。外壁に小

  さな孔で模すことができる隙間がある。その隙間を介し

  て外圧が伝達され，1つの室内圧が形成される。

  （a）平均圧

  　平均室内圧は，外壁等にある隙間を介した流量の釣り

  合いを表す（511式から，（6）式を解くことで導かれる。
  　　〃
  　　Σρj・0
  　　j＝1

  　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿  　　Σ陸〃r・う，∫一㍗灯へ1片，j－P，1㍉＝O

  　　j＝’

  ここで，Ｑ=j流量

  　　　　Pｉ　＝内圧

  　　　　Pe，j＝j番目の隙間での外圧

  　　　Ａｊ　＝ｊ番目の隙間の面積

  （5）

  （6）

  　この室内圧の問題と瓦裏面の問題との大きな違いは，

  室内圧がほぼ場所によらず一定圧と考えられるのに対し，

  裏面圧は場所で値が大きく異なることにある。室内圧の

  問題では，外壁等の隙間の断面積に比して，室内の断面

  積ははるかに大きい。そこで隙間から出入りする流れは

  室内の空気にほとんど影響を及ぼさず，ほぼ静止した状

  態になっている。一方瓦の問題では瓦間の隙間の断面積

  と瓦と野地板の間の空間の断面積が同程度である。そこ

  で隙間から出入りする流れは瓦と野地板間の流れを誘発

  していると考えられる。この流れに対しては野地板，瓦

  裏面が抵抗を与える。この抵抗が無視できないところで

  の流れは，間隔の狭い2平行板間の流れで近似できる。

  流れ方向に離れた2点間の流速Uは2点の圧力P1，P2に

  　　　　Pl一・1〕2
  　　σ＝　　一一κ　　　　　　　　　　　（7）
  　　　　　　1

  よって次式で与えられる。

  ここで，1＝2点間の距離

  　　　　k＝比例定数

  　平均裏面圧を求める為，図4－2に示すモデルを考える。

  簡単の為，瓦間の隙間，瓦全体の端の隙間は瓦の4辺の

  中央のみにあると仮定する。表面圧はその隙間の位置で

  Pu,iで与えられるとする。裏面圧は隙間の位置でPe,i，瓦

  の中央でP1jおよび瓦全体の外周を除く瓦の角の位置で

  P1,Kで与えられるとする。流れの流速は隙間のＵｉ,野地板

  ■   ■  ／   ／
  ／   ／   ぐ  叶

  ／片一1／■戸、’／／・一1／！＿＿一＿＿一＿＿＿＿一＿＿　＿＿一　／／　■　／

  　　／／＿．＿．．＿．！．＿．イL一＿＿一＿一＿一＿一＿　／／

  　ひ．1μ　　　　q＋1竺∴」〆

  P＾ト   　　　q、、耐一、p・・1～・lq・1．㎜P〃　戸〃一1　　〃

  ’’

  図4－2瓦モデル

  と瓦の間では隙間の位置と瓦の中央との間でＵj，瓦の中

  央と瓦の角との間Ｕkでとして与えられるとする。各流速

  は，その流れが結ぶ2点の圧力によって（7）式で与えられ

  る。各裏面圧を与える点においては次式で表わされるよ

  うに点へ流する流量とその点から流出する流量が等しく

  なければならない。

  　　Σσ㎜A㎜＝O　　　　　　　　　　　　（8）

  ここで，　Σ＝対象とする裏面圧を与える点への流れの

  　　　　　　合計

  　　　　Am＝流速Ｕm，の流れの仮想断面積　とする。
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  したがって，この（8）式および（7）式を使うことで一およ
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  びAが分かれば，表面圧から裏面圧を導くことができる。

  （b）変動圧

  　変動室内圧に関しては，隙間内の流れを空気ジェット

  の動きで表わされると仮定することで，隙間の室内側出

  口における変動圧Pjと変動外圧Peとの間に次の関係式が

  導かれる。

  　　ρ1、二・卜ρr⊥ρ。1。　　　　（・）
  　　　　　　　　　2

  ここで，　ｌe＝有効開口長さ

  　　　　　ρ＝空気の密度

  　　　　　〃＝ジェットの速度

  　（9）式は連続の式，ポリトロピック法則を利用するこ

  とで次式に書き換えられる。

  耕争…1、、㍍什
  十ρ’

  　　・ρ、　　　　　　　　　　　　　（1O）

  ここで，L、＝有効開口長さで次の式で与えられる。

  ・｛・ぼ■なお｛・開口長1
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 　　　　ρ＝　空気の密度，κ＝オリフィス係数

 　　　　〃＝ポリトロープ指数，Pu＝大気圧

 　　　　v〇＝建物の容積

 上記のような室内圧で得られた微分方程式を瓦裏面空間

 の変動圧の伝達に対しても導くことは可能かもしれない。

 しかし，多くの隙間がある瓦屋根にそれを適用しても，

 それは超多元連立微分方程式となり，容易に解くことが

 できないものになってしまう。そこで，ここでは瓦裏面

 空間の変動圧の伝達に対しては次のような，ニューマ

 チックアベレージャーという圧力平均化装置の説明に使

 われている単純なモデルを，若干手を加えることで利用

 できないかと考えた。ニューマチックアベレージャーの

 説明に使われるモデルでは，アベレージャーに入力され

 る多くの変動圧は，各圧力の入力面積に比例して，アベ

 レージャー内で平均化されるというものである。瓦の裏

 面圧も各隙間から入力された変動圧が野地板と瓦で囲ま

 れた裏面で混合されることに変わりはない。ある方式に

 従い，各隙間から入った変動圧を平均すれば裏面圧は得

 られるはずである。アベレージャーでは各圧力入力点か

 ら，アベレージャーまでは同じ長さの管で結ばれている。

 しかし，瓦の問題では各隙間と変動圧を求めようとする

 点までの距離は隙間ごとに異なる。また瓦と野地板の間

 では摩擦がかなり効くと考えられる。そこで平均する前

 に各隙間から伝達される圧力は距離に比例して振幅は減

 衰し，位相は遅れると考えた。これを定式化すると次の

 ようになる。ある隙間jの直下の点1の裏面圧が次式で

 与えられたとする。

 　　巧ω・・’∫加岬十ψり　　　　　　（l1）

 ここで，λ、＝周波数wの変動圧の振幅

 　　　　ψ’＝周波数wの変動圧の位相

 この点jから，裏面圧を求めんとする点oまでの距離を

liとすると，変動圧の振幅はkw/liに比例して減衰し，位

 相はψωl、だけ遅れるとするのである。この仮定により，

 点1から点oへ伝達された変動圧は次式で与えられる。

 　　ρ（り＝o，ん∫河ωf＋ψ、十ψ、1、リ　　　　　　　　（12）
 　　o　　　1’

 隙間が複数あり圧力が混合された場合の点oの圧力は次

 のように表される。

 　　　　　　　　　　た、”
 　　　　　　　ミA、・，τ1加（ω汁叶ψ。り
 　　　　伶ω＝’　　　　　’……一…■■■」皿
 　　　　　　　　　　　Σへ

 ＝［1ΣA，0、ムC0∫rψ．十叱1、ノド
 　　土　　　1’
 　　　　　た、　　　　　　　　　一 十［1亭〃㌃lw＋川暑］〕

 wω汁ψ、。ノ  （13）

 ここで，Ａi＝隙間の面積

 ψ、、、、コ＝f伽■

 亭ハj小W’・川

 亭ハ1峠・・1（Ψ’・ψ”り

 　なお，瓦表面圧が瓦と瓦の間の隙間を介して瓦裏面へ

 伝達される方法は，室内圧で導かれた（10）式によるとし

 た。ところでその（10）式は，振動方程式に極めて似た形

 をしている。しかし振動方程式では右辺第2項の速度の

 項が速度の1乗に比例する形であるのに対し，（10）式は

 速度の2乗に比例する形になっている。その為，Runge－

 Kutta法等の逐次計算以外では容易に解くことができな

 い。しかし，もし運動が定常振動であれば，速度そのも

 のは変化しても等価な減衰定数を仮定することができる

 はずである。風の場含現象は比較的定常である。そこで，

 ここでは，（10）式を定常問題において容易に解の得られ

 る次のような振動方程式と同じ形の式で近似できると仮

 定した。

 　　　　　　　　　・　　1 　　　カ、・2んω。戸、・ω5ρ、・下ρ、、　　　　　（14）

 ここで，　ρ、二瓦表面の隙間位置での変動圧力

 　　　　　ρ’・・瓦裏面の隙間位置での変動圧力

 　ん，ω。、。二隙間の大きさ，野地板と瓦の間の容積，

 　　　　　　変動圧力の大きさ等で決まる定数

 　瓦表面の隙間位置に任意の変動圧力が作用したとき，

 瓦裏面の隙間位置での変動圧力は次の式で与えられる。

 　　　・ω・■ポ仰Ψ｛■｝τ一τハ

 ∫加γr二7乙。rr一τ〃τ  （15）

 4．2圧カ伝違特性に関する実験

 　実物での圧力伝達特性を調べる方法を開発するため，

 また，前節で述べた解析モデルの適用性を調べるため，

 瓦一建物モデルによる実験を行った。

 （1）実験の概要

 　瓦の隙間の圧力伝達特性を調べる装置を製作した。こ

 の装置は図4－3に示すように，加圧箱によってある圧力

 を瓦表面に与え，そのときの瓦の表面と裏面の圧力の関

 係を調べるもので，これによって隙間の圧力伝達特性が

 得ようとするものである。実験には（2）で示す縮尺1：10

 の建物，瓦模型を用いた。圧力箱の大きさは模型瓦4枚

 ×4枚を覆える大きさである。

 Σん
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マノメータ 定圧箱

多点圧力計

吸引装置

　　　　　　上面圧側定点加圧箱

下面圧側定点

　　　　　図4－3圧カ伝違特性実験の概要

（2）試験体

　試験体は建物模型と瓦模型からなる。模型は長さの縮

尺率1：10として製作した。

建物模型を図4－4に示す。想定した実建物の主な仕様，

寸法は次のとおりである。

　a．階数＝平屋　　　　b．軒高＝3，200mm

　c．平面寸法＝4，800×7，200mm

　d．屋根形状＝切妻　　e．屋根勾配＝4．5／10

　建物模型の広い方の屋根面に図4－5に示すように瓦模

型を引掛ける為の桟木を取り付けた。また図4－6に示す

ように，88箇所に圧力測定孔を設けた。圧力測定孔は内

径1mmとした。瓦模型は図4－7に示す普通瓦を想定し

たものと図4－8に示す袖瓦を想定したものを作成した。

想定した瓦の実物寸法は，実際のものよりかなり大きい

500×500mmとした。図4－9に建物模型屋根面への設置

状況を示す。この図に，瓦の位置を表す座標番号も示す。

瓦の位置は（5，3）というように，（横方向の番号，縦方

向の番号）という形式で表すことにする。

棟 ミ

↑†…
秤令一

i　l
．．ム234

40　　25

……1

………

図4－4 圧カ伝遣特性実験の建物模型

○寸
○寸

瓦桟

19　　40

（注1）測定孔の位置はO印の個所
（注2）測定孔2－10等は1－l1等の間のOである。

竃

~: 
(3x3) 

438 

。。尋
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。・写
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　寸

図4－5屋根面詳細

c，　oつ

Hlo

図4－6

上面

圧カ測定孔

A
＾

溝
（幅2）

　　市起（2x2x2）
閂　閂

ヰ烹玄

正面

ゴ清（馴

下面

2下面2　2ヰ≒辛ギ

図4－7

A－A断面　（清詳細）

普通瓦模型
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 8

 7

 6

 5

 4

 3

 2

 1

 ・曙鵬

 上面

 εI『』コ

 　　　　正面

 　　　　（ん袖瓦）

 図4－8袖瓦模型

 」普通瓦↓

 上面

 〔幸亨1＝rコ亘

 　　正面

 　　（イf袖瓦）

 タ数は1，024個，時間にして約20秒のデータである。

 （5）測定実験の種類

 　表4－1に実験の種類を示す。実験は，加圧箱の位置，

 瓦間の孔の状況，加圧箱の初期吸引圧力をパラメータと

 して実施した。実験は，ほぼ同じ条件（初期吸引圧力は

 微妙に異なる）で各3回づつ実施した。なお，表の加圧

 箱位置の欄に示す2つの数値は，図4－9に示す瓦座標番

 号で，加圧箱の申心をその座標で示す瓦の中心に一致さ

 せたことを示す。瓦間の孔は図4－10に示すように2種類

 開いている。いずれも瓦の表面と裏面をつなぐ孔である。

 孔の状況の欄の，縦ClOSe，横CloSe，全ClOSeはそれぞれ

 縦方向の孔のみ，横方向の孔のみ，全ての孔をふさいだ

 ことを示す。

 表4－1圧カ伝違特性に関する実験一覧表

 棟

 、 （5． 4）

 1234567891011 234567891011

 　　　　438（野地板）　　　　一

 o
 o

 ○ 寸

 ○ 寸
 ○ 寸
 ○ 寸

 蝉
 暑
 ㌫

 寸 寸
 ○つ

 　　　　加H三箱 実験番珍　　　　　孔の状況 　　　　位　置

 1－1　　（2．2）　全open

 1－2　　（2．2）　全open

 1＿3　　　　　（2．2）　　　4…＝open
 2　　（5．2）　全open

 2－V一ユ　　　（5．2）　　縦open
 2－V－2　　（5．2〕　　縦open
 3一ユ　　（5．51）　全open

 3－2　　　（5．51）　　全open

 3－H－1　　（5．5）　　横oPen

 3－H－2　　（5．5）　横open

 3－C－1　　（ユO，2）　全open

 3－C－2　　　（10，2）

 3－C－3　　　（10，2）
 3340404，6（たれも含む）4当

 　　　　　図4－9瓦模型の設置状況

 全open

 全open

 （3）実験の手順

 1）圧力箱を試験体に被せ，隙間をコーキング材（入れ

 　　歯安定剤）によりふさぐ。

 2）吸引装置により，加圧箱の圧力が所定の圧力になる

 　　まで吸引する。

 3）吸引装置をはずし，瓦表面および裏面の圧力の変化

 　　を測定する。圧力変化の測定は瓦表面の圧力と瓦裏

 　　面の圧力の同時測定により行う。吸引装置をはずす

 　　ことによりそれが付けられていた個所から空気の侵

 　　入が起こり，圧力回復が起る。それは丁度急に加圧

 　　を開始したと同じ様な状況にあたる。

 4）瓦，表面と裏面の圧力記録を解析することで，圧力

 　　伝達特性を求める。

 （4）データの収集法

 　圧カデータは，遮断周波数10Hzのローパスフィルター

 を介し，サンプリング周期20Hzでで収集した。収集デー

 己  加圧箱吸弓1圧力　　　（mmAq）

 9．99  ユO．12  9．92

 ユ5．31 15．48  15．43
 4．78  5．03  4．91
 7．28  7，20  7．16

 7，14  7．14  7．34
 9．55  9．76  9．20
 11．27  11．95  12．42
 6．14  6．23  6．46

 11．96  ユ2．20 11．77
 5．98  6．02  6．13
 6．62  7．02  7．02
 4．32  4．26  4．20

 1．60  1，56  1159

 工二…］．■■

 〕
 加圧箱

 ■

 一　　■　　　　　　　　　　　　　　　■　■

 加圧箱

 ・縦孔　　　・横孔

 図4－10瓦間の孔の状況

 （6）実験結果

 　図4－1lに実験3－1の場合の加圧箱内の圧力の変化を

 示す。また，同図には加圧箱中央の瓦，その1段軒先側

 の瓦，およびそのさらに1段軒先側の瓦の裏面の圧力の

 変化も示す。どの圧力の変化も次の式で近似できるもの

 である。

 ρ、ω＝1㌃o

 　　＝ρ、oαρで’一剛

 K1．

 r＞f。　　（16）
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 ここで，P，O初期の圧力

 　　　　α：漸減の程度を表す定数

 　　　　tO：圧力の回復が始まる時刻

 　　　　　　　　T（sec）
 O．O0　1．O0　2．b0　3．OO  4．OO　　　　o．150

 o

 石O

 、
 “　岨
 ◎　　1
 寸、
 θ
 看亭

 、
 ω

 x　x
 w

 榊  ●δ  0Pu・11．72㎜Aq

 近似式

 ・P1（直下）

 ・p1（1段下）

 　O．100

 　0，050

 σ0，000 く 目 3
 、一〇．050 、

 　一〇．100

 　－0，150

 　－O．200

 　　　　　　　図4－11瓦豪面の圧カ変化

 a）平均圧

 　実験3－1の初期圧を作用させたときの圧力分布を図4

 －12に示す。この結果から（7），（8）式を適用することで
 κ 一λ（相対値が求められる）を求めた。このとき簡単の為， 1
 裏面圧を与える点は瓦の左辺の中央のみとし，図4－12に

 示す実験で得られた瓦中央の裏面圧をその左辺中央の値

 とみなした。得られた一λを使って案験3－2の裏面圧
 　　　　　　　　　　　
 を，表面圧から予測してみた。予測結果と測定結果の比

 較を図4－13に示す。予測結果は十分とは言えないが，測

 定結果の傾向は捉えている。予測結果が測定結果に必ず

 しも近くなかったのは，使用したモデルの瓦間の隙間が

 瓦と野地板の間の隙間に比して極めて小さかった為に，

 表面圧と裏面圧の差が極めて大きくかったことによると

 思われる。

 左けらぱからの距離（瓦枚数） 34567891011

 一キー4段目
 一“i5段目
 一←6段目

 左けらぱからの距離（瓦枚数） 一→一7段目
 1　2  3  4  5　6  7  ・・X…・4段目の予測

 一■一5段目の予測
 一十一6段目の予測

 ．・X・．  ・・十…7段目の予測

 ．。・X11．・・X・・．
 ．　I．1  ・　・　1

 1●一

 0．00
 1

 図4－13初期圧時の瓦裏面の圧カ分布の予測値と測定値
 　　　　の比較（実験3－2）

 b）変動圧

 　吸引装置をはずした後の瓦裏面の圧力の変化は，上面

 圧の変化を（16）式から初期圧分を差し引いたものを（15）

 式に代入，あとで初期圧を加えるということで求めるこ

 とができる。その結果を次式に示す。

 川・守1、÷一、。、差．勾・伽り

 ・（／、缶一7。（芸三二・／W■・／＋

 ／、÷一パ十、会．勾・／州／）州…

 ここで，プ＝’一10

 　　　A・戸ω。，3・一んω。

 （18）

 　一0．05

 θ
 毛

 昌一0．10

 、

 一0．15

 一0．20

 図4一一12初期圧時の瓦；面の圧カ分布

 　図4－11に示す測定結果の中の瓦裏面の圧力変化にお

 いて，振動的な動きを捉らえるのはやや困難である。ま

 た，平均圧の結果は（18）式のAに相当する値が極めて大

 きいことを示している。このことは先にも述べたが，今

 回用いた試験体の瓦間の隙間が瓦と野地板間の隙間に比

 して極めて大きかったことに起因する。そして，結果と

 して変動圧に対する特性が測定結果にあまり現れてこず，

 んとωoの値を独立に得ることができなかった。

 5．むすび

 本研究の結果は次のようにまとめられる。

 （1）瓦を葺いた凹凸のある屋根面の表面風圧は，滑らか

 　な屋根面の表面風圧と大きな差はない。

 （2）屋根面の一部に加圧箱を用いて一定圧をかけ，瓦の

 裏面圧を測定することで，瓦間の隙間，瓦と野地板の

 間の空間を流れる流れの仮想断面積，および流れに対
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　する抵抗を求めることで，瓦の平均表面圧から瓦の平

　均裏面圧を求める方法を示した。この方法は，適正な

　加圧装置さえあれば，実物にも応用できるものと考え

　られる。従って，縮小模型を作ることの困難な瓦など

　屋根葺材の適正な風力係数を得るのに有カな手段とな

　ると思われる。

（3）模型実験により上記方法の精度の検証を行った。今

　回の模型瓦は，瓦間の隙間が意図した以上に小さく

　なってしまった為十分な精度の検証はできなかったが，

　ある程度の精度で風力係数を捉えられることが分かっ

　た。

（4）今回の模型瓦のような場合も含め，予測精度の向上

　を図るには，また変動圧を含めた予測を行うには，加

圧方法を含めた改良を図る必要がある。
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